
スターバックス コーヒー ジャパン 

みなさん、こんにちは。私は飾のごみを減らすために遠いごみゼロの国から来ました

りー（Ree）ちゃんです。今回の「りーちゃんごみゼロ探検隊」では飾区亀有駅のそばに

ある「スターバックス コーヒー アリオ亀有店」に来ました。

ここではどんなごみ減量の取組みが行われているのでしょうか

よろしくお願いします。

【本社】東京都品川区上大崎 2-25-2 

【区内店舗】

・金町駅南口店

（金町 6-4-2 ラヴィクレール金町）

・アリオ亀有店

（亀有 3 丁目 49-3 アリオ亀有）

【事業】飲食

こんにちは、りーちゃん。ようこそスターバックス コーヒー アリオ亀有店へ。

今日は、スターバックスで行っているごみ減量の取組みをご紹介します。



コーヒーのいい香りがしますね。さっそくですが、お姉さんスターバックスで取り組まれて

いるごみの減量について教えてください。

はい。その前にスターバックスについて簡単にお話しさせてください。スターバ

ックスは自然の恵みであるコーヒーをお客様にご提供しています。コーヒーの生

産される場所は日本から遠く離れた赤道周辺の国々で、特に気候変動の影響を受

けやすい地域です。私たちがその地域のためにできることは何だろう、と考えた

結果、ごみの減量や省エネなどにたどり着きました。

コーヒーを生産している地域のことも考えて、環境への行動をとっているのですね。

具体的にはどのような取り組みを行っていますか？

まずは、こちらをご覧ください。

これはお店でお出しする時に使うマグカッ

プやお客様にお持ちいただくタンブラーで

す。少しでも紙コップの使用を減らそうと、

店舗ごとに店内でお召し上がりの際は可能

な範囲でマグカップでのご提供を行ってい

ます。

マグカップだと何回も使えるし、リデュースの行動ですね。

マイボトルも自分の好きなタイプのものを持ち歩けるので

とてもおしゃれですよね。



そうですね。だんだんと浸透してきているのは実感していますが

利用者の数はまだまだ少ないです。

私たちスターバックスの店舗では、マイボトルをお持ちいただいた方には、資

源節約のお礼として 20 円引きでご提供させていただいております。

ぜひマイボトルをご利用いただき、一緒に地球にやさしい行動をとることがで

きると嬉しいです。

りーちゃんはマイボトル持っていますよね？

もちろんです！！

わー、りーちゃんの絵が載っていて、すごくかわいいですね。

ありがとうございます。

これは、10 月のごみ減量月間を中心に行われた「ごみ減量キャンペーン」で

配布していただいたものなんです。

スターバックスでは、このボトルも利用できますか？



・・・【りーちゃん休憩中】・・・

もちろん。今コーヒーを入れてきますね。

ありがとうございます。あ、ミルクは多めでお願いします。

かしこまりました。



働いている人一人ひとりがリサイクルの意識をしっかりと持っているんですね。

ここで集まった紙パックは、何にリサイクルされるのですか？

お味はどうですか。

すごくおいしいです。

りーちゃんにお出ししたコーヒーには、ご希望通りミルクを

お入れしました。

作っている現場では、ミルクは紙パックに入っていて、

１日に約 70 箱分使用しています。

70 箱ですか！？ それはすごい量ですね。

はい。その全てをしっかりとリサイクルするために、中を洗浄し、きれいに開いて

乾かしています。それらの行程をすべて従業員が行い、リサイクルへと出されます。



ここで出された紙パックの多くは、トイレットペーパーなどにリサイクルされます。

りーちゃん、これを見てください。

紙のナプキンですね。

はい。実はこのナプキンもお店から出た紙パックから作られたリサイクル品です。

そうなんですね。実際に店舗でリサイクルされたものが

見て、触って、使える というのは、とても素晴らしいことですね

しっかりと循環させているのですね。



アリオ亀有店での取組みではありませんが、他の店舗で実施している取組みについてもご紹介

いたします。

①プラプラプロジェクト

今回は、スターバックスさんに取材をいたしました。

上記で紹介したように、各店舗でマイボトルの利用が可能です。

ぜひお店を利用する際は、自分のお気に入りのマイボトルを持って行ってみてくださいね。

※記載の内容は 2018 年 3 月現在のものです。

 その他の取組み 

プラプラプロジェクトとは、環境省と日本環境設計が実施しているプラスチ

ック製品の回収、再生の実証実験であり、スターバックスさんも協力してい

る事業です。

飾区では、金町駅南口店にて、スターバックスが販売したプラスチック製

タンブラーの回収を行っていました。

※2018 年は、2 月 12 日から 3 月 4 日の間実施。

今後の目標 

葛飾区の店舗では、まだ実施しておりませんが、コーヒーを抽出する時に出るコーヒー豆のか

すを飼料やたい肥として再利用もしていて、その飼料を食べた牛のミルクやたい肥で育った野

菜などが店舗で発売されている食べ物や飲み物に利用されています。

今までの取組みに加えて、こういったことも多くの店舗で出来るようになると良いなと思い、

日々取り組んでいます。

素晴らしい取り組みですね。ぜひ飾区の店舗でも実施してほしいです。

本日はどうもありがとうございました。


